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Q.チケットの窓口販売はいつ再開しますか？
A.当面の間、休止しております。再開が決まりまし
たら、ホームページにてお知らせ致します。チケッ
トのご購入は、お電話またはWEBにて受付てお
ります。

Q.カフェが休業しているため、軽食を持っていこ
うと思うのですが、飲食ができるスペースはあり
ますか？
A.客席およびロビーを含め、館内でのご飲食は
御遠慮頂いております。なお、水分補給のための
お飲み物は、ペットボトルなどフタのある密閉容
器に入れてお持ち下さいますよう、お願い申し上
げます。
※館内に設置しているウォーターサーバー及び
ウォータークーラーのご利用も休止させて頂い
ております。

Q.貸出車椅子の受付はしていますか？
A.貸出車椅子のご利用は受付ておりますが、公

演前日までに各主催者へご予約された方に限ら
せて頂いております。また、これまでホールスタッ
フが行っておりました、お一人でご来場されるお
身体が不自由なお客様のご案内も、接触を避け
るため控えさせて頂きます。ご案内が必要な場
合は必ず介添人の方とご来場をお願い致しま
す。

Q.出演者に花束やプレゼントを渡したいのです
が、預かってもらえますか？
A.政府のガイドラインに従い、現在はホールで
のお預かりは行っておりません。各主催者にお問
い合わせ頂きますよう、お願い致します。

Q.すべての公演が間隔を空けた座席の配置に
なっていますか？
A.公演によって、座席の間隔を空けている場合
と空けていない場合、どちらもございます。詳しく
は、各主催者にお問い合わせ頂きますよう、お願
い致します。
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本誌は、4月15日までの情報をもとに作成致しました。新型コロナウイルス感染症に関する政府の要請により、
記載公演が中止もしくは延期となり、内容が変更となる場合がございます。予めご了承下さい。	

ご来場頂くお客様に安心してコンサートを楽しんで頂けるよう、下記の内容にご協力をお願い致します。

お客様へのお願い

新型コロナウイルス感染症の影響に伴うQ&A

感染症拡大防止対策へのご協力をお願い致します。www.symphonyhall.jp

contents

※記載内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。
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2021.5.10発行

マスク着用

館内では上演中も含め常時マス
クの着用をお願い致します。フェ
イスシールドをご着用の方は、マ
スクも併せてご着用下さい。マウ
スガード、透明マスクでのご入場
はお断り致します

体温測定

サーモグラフィーや検温器によ
り、37.5℃以上の発熱がある方
はご入場をお断り致します

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内で
の会話はお控え下さい

体調確認

2週間以内に発熱や咳、鼻汁、倦
怠感、味覚・嗅覚障害、その他感
冒症状があった方はご来場をお
控え下さい。ご来場後も体調が
優れない場合は、無理をせずス
タッフにお声がけ下さい

追跡システムのご登録来場記録シート

当日券をご購入のお客様やご
購入者様とご来場者様が異な
る場合はご記入下さい。また、チ
ケット券面にご連絡先の記入欄
がある場合は、ご入場前に必ず
ご記入をお願い申し上げます

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
	無料！

●先行予約：5月20日（木）10:00AM～
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売はございません。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
（10：00～18：00 火曜定休）
●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

5月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒を
お願い致します。アルコール消毒
液がご利用頂けない方はご自身
で代替の除菌シート等をご準備
下さい

ご自席でのご鑑賞

他のお客様のお座席や、使用
していないお座席へのご移動
は、他のお客様のご迷惑となり
ますので、固くお断り致します

政府のガイドラインに沿った上記の感染予防対策にご協力頂けない方はご入場をお断り致します。予めご了承下さい。

●新型コロナウイルス接触確認アプリ
（COCOA)

●大阪コロナ追跡システム

厚生労働省が提供している、新型コロナウイルス接触確
認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のダウンロードにご協力をお願い致し
ます

ご来場の際に、館内に掲示しているポスターのQRコード
より、ご連絡先の登録をお願い致します。公演ごとに、ご
登録が必要です

iPhoneの
方はこちら
App Store

Androidの
方はこちら
Google Play

ザ・シンフォニーホールでは、新型コロナウイルス感染症拡大
防止策として、以下の取り組みを行っております。

安心・安全の取り組み

お客様におかれましては、多々ご不便をおかけすることと存じますが、コ
ンサートを楽しみにご来場頂いたすべてのお客様の安全に配慮し、皆様
と共に感染拡大の防止に努めていく所存でございます。

スタッフのマスク着用
勤務中はマスク着用に加え、一部のスタッフ
はフェイスシールド、手袋も着用し対応させ
て頂きます

バックヤードの衛生管理
館内のバックヤードは定期的な換気、消毒
により、徹底した衛生管理を行います

健康管理の強化
スタッフや出演者の健康管理をこれまで以
上に厳しくチェックしております

会計時の接触防止
キャッシュレス決済の推奨及びキャッシュ
トレイの活用により、接触防止の工夫を行
います

館内・客席の換気
館内は空調システムにより常時換気を行っ
ており、10分毎にすべての空気が入れ替わ
ります

エアバスターの導入
オゾン除菌脱臭器エアバスターを使用し、
館内すべての空気清浄を行います

消毒液の増設
館内各所に手指用アルコール消毒液を設置
しておりますので、こまめにご利用下さい

ソーシャルディスタンス
お客様同士の距離を確保する表示やご案
内を行います

館内・お座席の消毒
お座席は公演毎に、館内のすべてのお手が
触れる箇所においてはこまめに消毒を行い
ます
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ライト・シンフォニック
コンサート ～大人の贅沢～

[指揮]太田 弦
[ゲスト]岡 幸二郎
[管弦楽]大阪交響楽団
------------------------------------------------
2021.7/31（土） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円
プラチナ 8,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／
公益社団法人大阪交響楽団

ミュージカル音楽の傑作をオーケストラで聴く。
夏の大人の贅沢を心ゆくままに。
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大阪交響楽団

©飯島 隆

ライト・シンフォニックコンサート ～大人の贅沢～Interview

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp
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Interview

名作ミュージカルには名曲がつきもの。
その名曲群を一挙に楽しめる

“贅沢”なコンサート

ライト・シンフォニックコンサート
～大人の贅沢～ フィギュアスケートのプログラムなどでもよく使われる『オペラ座の怪

人』の劇中の曲。「ミュージック・オブ・ザ・ナイト」は、生まれながらの容
姿を隠すために仮面をつけ、パリ・オペラ座の地下の隠れ家に住む
怪人が、連れ去ってきたクリスティーヌを目の前に想いを歌いあげる
バラード曲。叶わぬ恋だと分かっていながらも、少しの希望を抱いて
歌うこの曲は、悲しくも切ない。

『オペラ座の怪人』より
「ミュージック・オブ・ザ・ナイト」

老いて精神を病んでしまった実の父を救うため、薬を研究するジキ
ル博士の物語。ジキル博士が人間の中に潜む善と悪の心を完全に
分離する薬を発明したとき“ついにその時がきた”と希望と情熱に満
ち溢れた気持ちで歌いあげるナンバー。そして薬を飲んでしまった
ジキル博士は自分の中の悪の人格であるハイドが目覚め変貌。発
明は失敗に終わり、暗い転落の人生を辿っていく。

『ジキル＆ハイド』より
「ディス・イズ・ザ・モーメント」

シェイクスピアの戯曲『ロミオとジュリエット』に着想し、縄張り争いを
続ける２つの不良グループの抗争を背景に、男女の恋愛を描いた

『ウエスト・サイド物語』。1961年に映画化され、アカデミー賞を10部
門受賞した。日本では劇団四季、宝塚歌劇団の公演でもおなじみ。
敵同士でありながら、恋に落ちたトニーとマリア。トニーがマリアへの
愛を歌い上げるピュアなラブソング。

『ウエスト・サイド物語』より
「マリア」

ミュージカル版『美女と野獣』の最大の見せ場となるシーンにビース
トが歌う曲。“誰にも愛されなければビーストのままでいるしかない”
そんな自分の運命を恨み、野獣の姿に絶望し、悶え苦しむビースト。
“野獣になった自分はまだ人を愛せるのか?愛することを憶えている
のか?”と切羽詰まった思いを込めて放つラストのロングトーンは、深
い感動を呼び起こす。

『美女と野獣』より
「愛せぬならば」

世界各国で多くのアーティストにカバーされ、歌われてきた名曲中の
名曲。ミュージカルでは第１幕、シングルマザーとして工場で働くファ
ンティーヌが、同僚と騒ぎを起こしてその工場をクビになったときに
歌唱する。絶望の中、失意のどん底で希望のない世界観をただた
だ歌っていくこの曲はどこまでも悲壮感が広がり、聴き手の胸を締
めつけていく。

『レ・ミゼラブル』より
「夢やぶれて」

オードリー・ヘップバーン主演で映画化もされたミュージカルのスタン
ダード。なまりの強い言葉で必死に花を売っていた貧しいイライザ
は、ヒギンズ教授と出会い、次第に上品さを習得し素敵なレディとな
る。そして貴族たちが集まる競馬場でその成果を試すが、次第にボ
ロが出てしまう。そんなイライザに恋におちてしまったフレディが１幕
の終盤、イライザが住む街まで出向いて、彼女への愛を歌った曲。

『マイ・フェア・レディ』より
「君住む街」

ディズニーのアニメにもなった『ノートルダムの鐘』。醜い容貌のため
世間から隔離され、パリのノートルダム大聖堂の塔の上に一人で暮
らす主人公・カジモド。彼が一幕のなかで歌う「僕の願い」は、この
作品を代表する一曲。曲の後半では、独りぼっちで寂しく塔の上で
生きてきたカジモドが“憧れの素敵な外の世界へ行ってみたい”とい
う思いを爆発させていく。

『ノートルダムの鐘』より
「僕の願い」

オペラ『蝶々夫人』を題材に舞台をベトナム戦争末期に置き換え、ア
メリカ兵士のクリスとベトナム人のキムのロマンスを描いた『ミス・サ
イゴン』。名曲揃いの劇中の曲の中で「命をあげよう」はキムが息子
のタムに向けて母の思いを歌う曲。「I’d Give My Life for You」

（あなたのためなら死ねる）という原曲のタイトル、後に続くストー
リーを知ってから聴くとさらに涙がこぼれる。

『ミス・サイゴン』より
「命をあげよう」

オーストリア皇后・エリザベートの生涯とハプスブルク帝国崩壊の史
実をベースに、そこに死を擬人化した“トート”（死神）が加わり、耽美
で幻想的、ロマンチックなミュージカルとして人気を集める『エリザ
ベート』。結婚して皇后となったエリザベートが自由を奪われていく
なか、「私だけに」で、“私は私だけのもの”と自我に目覚めていく曲
で、人々に勇気を与える曲にもなっている。

『エリザベート』より
「私だけに」

S U M M E R  

R e c o m m e n d

C O N C E R T 

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
待
望
の
初
公
演
「
ベ
ス

ト
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

ｉ
ｎ 

Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
を
開
催
。
２
０
１
４
年
の

デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
に
発
表
し
た
ア
ル
バ

ム
「
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

の
収
録
曲
を
中
心
に
名
曲
を
多
数
披
露

し
て
く
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
前
述
の

「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ

ル
」「
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」
な
ど
誰
も

が
一
度
は
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
名
曲
が

セ
レ
ク
ト
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ま

で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
触
れ
る
機
会
が
少

な
か
っ
た
方
に
も
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の

よ
う
に
楽
し
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

今
回
お
届
け
す
る
の
も
や
は
り

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
音
楽
の
傑
作
と
し
て

名
高
い
珠
玉
の
名
旋
律
の
数
々
。
共
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ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
人
気

シ
リ
ー
ズ
「
美
し
き
日
本
の
う
た
」
の

『
夏
』に
登
場
す
る
の
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

テ
ナ
ー
の
藤
木
大
地
だ
。
２
０
１
２

年
に
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
カ
ウ

ン
タ
ー
テ
ナ
ー
と
し
て
初
優
勝
、
ま
た

２
０
１
７
年
に
は
東
洋
人
の
カ
ウ
ン

タ
ー
テ
ナ
ー
と
し
て
初
め
て
ウ
ィ
ー
ン

国
立
歌
劇
場
で
歌
う
な
ど
、
も
っ
と
も

注
目
さ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
一
人

だ
。

　

藤
木
は
宮
崎
県
生
ま
れ
。幼
少
期
に

は
、父
親
の
転
勤
で
兵
庫
・
伊
丹
に
半
年

ほ
ど
住
ん
で
い
た
。

　
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
優
勝
し
た
頃

で
、特
に
バ
ー
ス
選
手
が
好
き
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
近
鉄
の
野
茂
投
手
も
好
き

で
し
た
ね
」

　

中
学
時
代
は
合
唱
部
に
所
属
し
、
全

国
大
会
出
場
の
経
験
を
も
つ
。「
声
が
良

い
」
と
音
楽
の
先
生
か
ら
誘
わ
れ
て
入

部
し
た
。

　

音
楽
の
道
を
決
意
し
た
の
は
、
高
校

２
年
生
。
そ
こ
か
ら
、
東
京
藝
術
大
学

で
学
ん
だ
。
イ
タ
リ
ア
へ
留
学
し
、
テ

ノ
ー
ル
歌
手
と
し
て
何
度
も
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
挑
む
も
、
落
ち
続
け
た
と
い

う
。舞
台
に
立
つ
の
を
諦
め
よ
う
と
考

え
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
大
学
院

で「
文
化
経
営
学
」を
学
ん
だ
。

　
「
僕
は
当
時
、音
楽
祭
や
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
、オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
経
営
、運
営

美しき
日本のうた
「夏」

[カウンターテナー]藤木大地
[ピアノ]松本和将
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.7/3（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

みなさまそれぞれが生まれ育った
「故郷」の原風景を思い起こすようなうたを届ける

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー 

藤
木
大
地

美しき日本のうた「夏」Interview

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

消
え
て
い
っ
て
い
る
日
本
の
う
た
を

子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い

発売中

に
つ
い
て
勉
強
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
は
経
営
学
、経
済
学
、法
律
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
講
義
を
受
け
、
論
文
も
提

出
し
、修
了
し
ま
し
た
」

　

ま
さ
に
そ
の
頃
、
藤
木
は
新
し
い
声

を
見
つ
け
た
。
つ
ま
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー

テ
ナ
ー
だ
。

　
「
20
代
後
半
で
歌
う
こ
と
が
苦
し
く

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
ま
た
新
し
い
声

を
見
つ
け
た
ら
楽
し
く
な
り
、『
も
う
一

度
や
ろ
う
』と
！
」

　

藤
木
が
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
歌
う
の
は
２
回
目
、
リ
サ
イ
タ
ル
と

し
て
は
初
登
場
と
な
る
。今
回
は
、日
本

の
う
た
を
と
り
上
げ
る
。

　
「
曲
に
よ
っ
て
時
代
や
ス
タ
イ
ル
な

ど
は
変
わ
り
ま
す
し
、
聴
衆
の
み
な
さ

ん
の
世
代
に
よ
っ
て
も
記
憶
に
残
る
曲

は
違
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
こ
が
面
白
い

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
言
葉
が
聴
こ
え
な

か
っ
た
ら
、
と
て
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本
語
と
し

て
す
べ
て
わ
か
る
よ
う
に
演
奏
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
が
魅
力
で
あ
り
、
怖

さ
で
も
あ
り
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
原

風
景
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
も
違
う
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
ね
。例
え
ば
「
故
郷
」
で

は
、そ
れ
ぞ
れ
故
郷
が
違
う
わ
け
で
、生

ま
れ
育
っ
た
原
風
景
を
そ
れ
ぞ
れ
の
引

き
出
し
か
ら
引
っ
張
り
出
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
演
奏
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」

　

選
曲
に
つ
い
て
は
こ
う
語
る
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
時
、基
本
的
に

は
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
作
曲
家
の

作
品
を
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。今
回
も
中
田
喜
直
さ
ん
以

外
は
、
作
曲
家
ひ
と
り
に
つ
き
１
曲
ず

つ
と
り
上
げ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
ス

タ
イ
ル
の
う
た
を
聴
い
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
」

　

コ
ン
サ
ー
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
、

日
本
の
う
た
を
歌
い
続
け
て
い
る
。

　
「
こ
の
公
演
だ
け
で
な
く
、い
ま
Ｂ
Ｓ

で
も
日
本
の
う
た
を
収
録
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
美
し

い
日
本
の
う
た
を
残
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
大
人
は
多
く
て
、
そ
れ
は
裏
を
返

せ
ば
消
え
て
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
ね
。歌
詞
の
な
か
に
は
、

辞
書
を
引
か
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
言

葉
も
あ
り
、
う
た
で
し
か
触
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
日
本
語
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
お
客
さ
ま
が
う
た
を
通

し
て
そ
の
時
代
を
少
し
思
い
浮
か
べ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

（
取
材
・
文　

道
下
京
子
）

Interview

いまもあなたの心に大切にしまってある、
あの時、あのシーンの

懐かしい思い出を呼び起こす――

佐佐木信綱・詞／小山作之助・曲

明治29年に発表された唱歌。歌詞には初夏（5～6月）の風物詩でも
ある「卯の花」や「五月やみ」「橘」（柑橘）が登場し、それぞれの章に
“今年も夏が来たなぁ”と実感させる風景が描かれている。1曲を通し
て夏の予感、その匂いをも感じさせてくれる爽やかなうた。平成19年
に日本の歌百選に選ばれている。

夏は来ぬ美しき日本のうた「夏」

権藤はなよ・詩／下総皖一・曲

昭和初期に作られた唱歌。1番の歌詞の最後に出てくる「きんぎんす
なご」（金銀砂子）は金箔や銀箔を砂のように細かく砕いた粉のこと
で、キラキラした天の川の様子を表現している。今も、そしてこの先も、
7月7日の七夕の日に願い事を短冊に書いて、笹に吊るすときには必ず
口ずさむだろう不朽のうた。

たなばたさま

林 古渓・詩／成田為三・曲

林古渓の詩に、当時、山田耕筰の弟子であった成田為三が曲を付け
て、大正初期に作曲された。成田のふるさとである秋田県の海を思い
浮かべて作られたとされる。短くて少し難解な歌詞であるが、抑揚あ
るメロディーが印象的で、聴くたびに新鮮な感動を与えてくれる。合
唱曲としてもよく使用されている。

浜辺の歌

島崎藤村・詞／大中寅二・曲

明治33年に詩人・小説家の島崎藤村が発表した詩に、昭和に入り、
曲が付けられて誕生したうた。詩の舞台は愛知県渥美半島の先にあ
る伊良湖岬。友人である民俗学者の柳田國男が、たまたま風が強く
吹いた日の翌日にこの岬を訪れ、海岸に流れ着いた椰子の実を見つ
け、そのエピソードをもとに藤村がこの詩を書いた。

椰子の実

山上路夫・詞／村井邦彦・曲

フォークグループの「赤い鳥」が昭和46年に（シングルレコードのB面
として）発表。その後、音楽の教科書に掲載されると、合唱曲として浸
透し、今もなお合唱定番ソングとして歌い継がれている。また、多くの
アーティストに様々なスタイルでカバーされるなど、日本のスタンダード
に登りつめたうた。

翼をください

高野辰之・詩／岡野貞一・曲

大正3年に発表された、誰もが知る、誰もが歌える“日本のうた”の代
表格。聴くと、一瞬にして幼い頃に遊んだ山や川の風景が蘇る。作詞
を担当した高野辰之が生まれた長野県中野市永江地区には、現在

「ふるさと橋」があり、その橋の上からは「故郷」に歌いこまれた情景
をリアルに見ることができる。

故郷

不詳

作詞作曲者は不詳だが、夏の雰囲気を感じると冒頭の“夏も近づく
八十八夜”のメロディーを口ずさんでしまうほど、有名な文部省唱歌
で、京都府宇治田原に伝わる茶摘み歌をもとにして作られたという説
がある。“八十八夜”とは5月1日もしくは2日にあたり、聴けば初夏の若
葉の瑞 し々い緑の景色が思い浮かぶ。

茶摘み

不詳

明治43年に発行された文部省『尋常小学読本唱歌』に掲載されて
いるが、作詞・作曲者は不詳。第二次世界大戦時には軍歌として編
曲されたこともあったというが、現在は海辺でわんぱくに遊ぶ子どもた
ちのシーンが純粋に思い浮かぶ。歌い継がれる時代によって、歌詞
の新しい意味を創造できる1曲。

われは海の子

加藤省吾・詩／海沼 実・曲

第二次世界大戦後の昭和21年に発表された童謡。“手遊びうた”とし
ても使用され、現在も幅広い世代に歌われている。 “いつかお母さん
と一緒に来た丘”を“今日もひとりで見て、お母さんのことを思い出して
いる”という3番の歌詞の内容は、このうたが発表された時代背景と
重ねると切なく感じる。

みかんの花咲く丘

江間章子・詩／中田喜直・曲

まさに“夏がくれば思い出す”うたとして、親しまれている。江間章子が
幼少期、初夏に見た水芭蕉が咲いている景色に思いを馳せ、曲中に
“尾瀬”を歌い込んだことで、尾瀬は観光スポットとして注目を集めるよ
うになった。作曲者の中田喜直は、曲を書いてから40年後に初めて
尾瀬を訪れたという。

夏の思い出

保富庚午・訳詞／WORK HENRY CLAY・曲

原曲はアメリカ。昭和37年にNHK『みんなのうた』で訳詞の「大きな
古時計」が放送されたことで急速に日本に広まり、平成14年にシン
ガー・ソングライターの平井堅がカバーし大ヒットを記録したことで、
ブームも巻き起こした。振り子の時計と聞くと、おじいちゃん、おばあ
ちゃんのおうちを思い出す。

大きな古時計

S U M M E R  

R e c o m m e n d

C O N C E R T 

※上記の記載内容には諸説あります。
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ヴァイオリン 川久保賜紀 チェロ 伊藤悠貴 ピアノ 上原彩子

[チェロ]伊藤悠貴　[ヴァイオリン]川久保賜紀
[ピアノ]上原彩子　[指揮]飯森範親
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
-------------------------------------------------------------------
チャイコフスキー:ロココ風の主題による変奏曲 イ長調 op.33／チャイ
コフスキー:ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 op.35／チャイコフスキー:ピア
ノ協奏曲 第1番 変ロ短調 op.23
-------------------------------------------------------------------
2021.8/21（土） 2:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール
※昨年8/2に開催を予定していた「真夏のチャイコ3連投！ 熱狂コン
チェルト」のチケットはご利用頂けませんので、予めご確認下さい。

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

©武藤章©Yuji Hori ©Hideki Shiozawa

の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
３
曲
が
一
挙
に
演
奏

さ
れ
、ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、チ
ェ

ロ
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
堪
能
で
き
る

コ
ン
サ
ー
ト
だ
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
伊

藤
は
こ
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

　
「《
ロ
コ
コ
風
の
主
題
に
よ
る
変
奏

曲
》
に
は
バ
レ
エ
の
音
楽
の
要
素
が
最

も
感
じ
ら
れ
、《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
》
は
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
だ
と
思
う
し
、

《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
1
番
》
に
は
彼
ら

し
い
管
弦
楽
法
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

伊
藤
が
言
う
よ
う
に
、《
エ
フ
ゲ

ニ
ー
・
オ
ネ
ー
ギ
ン
》
な
ど
の
オ
ペ
ラ

や
《
白
鳥
の
湖
》
や
《
く
る
み
割
り
人

形
》
な
ど
の
バ
レ
エ
音
楽
も
手
掛
け
て

い
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
。「
チ
ャ
イ

コ
三
連
投
！
熱
狂
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
に

は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
オ
ペ
ラ
や

バ
レ
エ
音
楽
の
よ
う
な
壮
麗
な
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
の
世
界
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
選
曲
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
最
高

の
組
み
合
わ
せ
を
１
日
で
聴
く
こ
と
が

で
き
る
、
と
て
も
贅
沢
な
企
画
だ
。

　

上
原
は
、「
最
も
演
奏
回
数
の
多
い

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
1
番
》」

と
い
う
。
彼
の
音
楽
に
つ
い
て
こ
う
語

る
。

　
「
と
て
も
純
粋
で
、
彼
の
音
楽
は
自

然
に
流
れ
出
て
き
て
、
そ
の
音
楽
か
ら

　

古
今
東
西
あ
ま
た
の
作
曲
家
の
な
か

で
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
は
最
も
高
い

人
気
を
誇
る
ひ
と
り
だ
ろ
う
。
艶
や
か

で
流
れ
る
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
と
表
情
豊

か
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
き
、
感
傷
的

で
同
時
に
凛
々
し
い
情
感
を
湛
え
、
懐

か
し
さ
を
帯
び
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
音
楽
は
、
私
た
ち
の
心
を
と
ら
え
て

や
ま
な
い
。

　

こ
の
公
演
は
、
当
初
は
昨
夏
に
行
な

わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
残
念
な
が
ら
延

期
に
。
今
回
、「
チ
ャ
イ
コ
３
連
投
！

熱
狂
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
と
し
て
、
お
客

さ
ま
か
ら
の
多
く
の
声
に
応
え
て
再
企

画
さ
れ
、
８
月
21
日
に
開
催
が
決
ま
っ

た
。

　

ま
ず
は
、
出
演
者
。
そ
の
豪
華
な

顔
触
れ
に
期
待
が
膨
ら
む
。
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝
者

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
上
原
彩
子
と
同
コ
ン

ク
ー
ル
最
高
位
を
受
賞
し
た
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
川
久
保
賜
紀
、
そ
し
て
10

代
半
ば
か
ら
ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
に
音
楽

活
動
を
展
開
す
る
伊
藤
悠
貴
は
、
ロ

シ
ア
音
楽
に
造
詣
の
深
い
チ
ェ
リ
ス
ト

だ
。
こ
の
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
、

超
売
れ
っ
子
の
三
人
が
集
う
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
1
番
》《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
》《
ロ

コ
コ
風
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
》。
多

く
の
人
に
愛
聴
さ
れ
続
け
て
い
る
人
気

チャイコ3連投！ 熱狂コンチェルト 2021

チャイコ3連投！ 熱狂コンチェルト 2021Review

昨
年
、開
催
が
叶
わ
な
か
っ
た〝
チ
ャ
イ
コ
３
連
投
〟の
再
企
画
。

待
望
！ 

３
つ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
が
一挙
に
楽
し
め
る
豪
華
コ
ン
サ
ー
ト

S U M M E R  

R e c o m m e n d

C O N C E R T 

ロ
シ
ア
の
風
景
や
彼
の
気
持
ち
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　

川
久
保
は
、
世
界
的
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
教
育
者
で
師
で
あ
る
ザ
ハ
ー
ル
・
ブ

ロ
ン
と
の
最
初
の
レ
ッ
ス
ン
で
《
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
》
を
弾
い
た
。

　
「
第
3
楽
章
は
、ま
さ
に
誰
か
と
踊
っ

て
い
る
よ
う
な
音
楽
！
そ
し
て
、
こ
の

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
に
は
音
の
深
み
、
音
の

出
し
方
、
弓
の
使
い
方
、
フ
レ
ー
ジ
ン

グ
な
ど
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
み
っ
ち
り

と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
」

　

指
揮
は
、
ロ
シ
ア
作
品
の
演
奏
を
得

意
と
す
る
飯
森
範
親
。
そ
の
理
知
的
な

タ
ク
ト
で
首
席
指
揮
者
を
務
め
る
日
本

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
と
も
に
、

極
上
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
を
存
分
に

聴
か
せ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

（
文　

道
下
京
子
）

発売中
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    オルガン 大木麻理
©高山龍也

[オルガン]大木麻理
------------------------------------------------------------------------
前奏曲とフーガ ハ長調 BWV545／コラール「目覚めよと呼ぶ声あり」
BWV645／イタリア協奏曲（全3楽章）BWV971（クロンプ編）／イン
ベンションより No.1,4 BWV772,775(レーガー編)／小フーガ ト短調
BWV578／コラール「最愛のイエス、我らここにあり」BWV731／半音
階的幻想曲とフーガ BWV903（レーガー編）  ほか
------------------------------------------------------------------------
2021.7/31（土） 7:00PM
全席指定 2,200円 （税込） ※休憩なし。約60分間のコンサートです。
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

オールバッハ名曲選!!
真夏のオルガンコンサート
2021

バッハのオルガン音楽に宿る

壮麗な均整美。

そこに豊かな彩色を施すのは、

まさにオルガニストの仕事

オールバッハ名曲選!! 真夏のオルガンコンサート 2021Review

　

静
岡
市
出
身
の
大
木
は
、
東
京
藝

術
大
学
、
同
大
学
院
で
、
オ
ル
ガ
ン
を

菊
池
み
ち
子
、
廣
野
嗣
雄
、
椎
名
雄

一
郎
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
大
塚
直
哉
、
鈴

木
雅
明
の
各
氏
に
師
事
。
そ
の
後
ド
イ

ツ
・
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
国
立
音
楽
大
学
、

デ
ト
モ
ル
ト
音
楽
大
学
に
留
学
し
、
ア

ル
ヴ
ィ
ー
ト
・
ガ
ス
ト
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ザ
ン
ダ
ー
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ラ
ド
レ
ス

ク
の
各
氏
に
学
び
、
満
場
一
致
の
最
優

等
で
国
家
演
奏
家
資
格
を
得
て
卒
業
し

た
。

　

大
木
の
名
を
一
気
に
広
め
た
の
は
、

日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
第
３
回
ブ
ク

ス
テ
フ
ー
デ
国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
に
優
勝
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

マ
イ
ン
ツ
国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

第
２
位
、
第
65
回
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
国

際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
オ
ル
ガ
ン
部
門
第

３
位
、
併
せ
て
チ
ェ
コ
音
楽
財
団
特
別

賞
受
賞
な
ど
コ
ン
ク
ー
ル
歴
も
豊
富

だ
。

　

ソ
ロ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
内
外

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

多
数
共
演
し
て
お
り
、
現
在
、
神
戸
女

学
院
大
学
及
び
東
洋
英
和
女
学
院
大
学

で
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
。
２
０
１
８

年
４
月
よ
り
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
い

う
重
責
を
担
っ
て
い
る
。
声
楽
家
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
、
和
太
鼓
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
そ
の

活
動
は
非
常
に
幅
広
く
、
こ
の
２
月
に

開
催
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
で
の
朗
読

と
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
「
幻
想
交
響
曲
」

は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
大
木
の
魅
力
は
、
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
に
加
え
て
、
楽
器
の
特
性
を
熟
知
し

た
輝
か
し
い
音
づ
く
り
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
オ
ル
ガ
ン
は
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
も
比
肩
し
う
る
楽
器
。
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
き

を
丹
念
に
つ
く
り
あ
げ
る
指
揮
者
さ
え

も
想
起
さ
せ
る
。
バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン

音
楽
に
は
壮
麗
な
大
伽
藍
の
よ
う
な
均

整
美
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
豊
か
な
彩
色

を
施
す
の
は
、
ま
さ
に
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

の
仕
事
な
の
で
あ
る
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
イ
ス
・
ク
ー
ン
社
製

の
オ
ル
ガ
ン
を
駆
使
し
、
バ
ッ
ハ
の
世

界
の
奥
深
さ
を
多
彩
な
響
き
で
表
現
し

て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

（
文
　
伊
藤
制
子
）

　

大
阪
の
夏
は
本
当
に
暑
い
。
こ
こ
数

年
で
も
真
夏
の
平
均
気
温
は
30
度
近
く

ま
で
上
が
っ
て
い
る
。
照
り
つ
け
る
灼

熱
の
太
陽
か
ら
し
ば
し
逃
れ
、
涼
や
か

な
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
る
豪

奢
な
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
に
耳
を
傾
け
、

し
ば
し
心
安
ら
ぐ
時
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
夏
恒

例
の
「
オ
ー
ル
バ
ッ
ハ
名
曲
選
!! 

真
夏

の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
今
年

で
６
年
目
と
な
る
人
気
企
画
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
べ
て
バ
ッ
ハ
の
名
曲

ば
か
り
で
、
オ
ル
ガ
ン
・
フ
ァ
ン
が
詰

め
か
け
る
夏
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
。

毎
回
異
な
る
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
が
起
用
さ

れ
る
の
も
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
魅

力
で
、今
年
は
、ザ
・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
×
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
「
超
絶
シ
リ
ー

ズ
」
で
お
な
じ
み
の
大
木
麻
理
が
登
場

す
る
。

大
木
の
魅
力
は
、楽
器
の
特
性
を

熟
知
し
た
輝
か
し
い
音
づ
く
り

S U M M E R  
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小
中
学
生
と
そ
の
ご
家
族
に
朗
報
！ 

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
最
適
な
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
お
な
じ
み
、
関
西
フ
ィ
ル

親
子
定
期
演
奏
会
の
第
7
回
が
行
わ
れ

る
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
も
と
も
と
、
就
学

前
の
４
歳
児
〜
が
家
族
と
一
緒
に
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
む
た
め
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
誕
生
。
そ
の

後
、
２
０
１
９
年
に
夏
休
み
の
自
由
研
究

に
向
い
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
演
奏
会
へ
発
展
し
た
。
だ

が
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予

防
で
残
念
な
が
ら
中
止
に
。
今
回
は
約

１
年
越
し
の
開
催
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一

周
！
音
楽
の
旅
♪
国
別
作
曲
家
大
集
合
」

と
題
し
て
、
満
を
持
し
て
お
贈
り
す
る
。

　

取
り
上
げ
る
作
曲
家
は
、
ド
イ
ツ
の

ブ
ラ
ー
ム
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヨ
ハ

ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
、
チ
ェ
コ
の
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
、
ロ
シ
ア
の
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
な
ど
、
い
ず
れ
も
19
世
紀
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
た
巨
匠
。当
時
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
古
典
的
な
音
楽
が
多
様
な
発

展
を
遂
げ
た
ロ
マ
ン
派
の
時
代
だ
っ
た
。

母
国
の
民
謡
や
様
式
を
そ
れ
ぞ
れ
独
創

的
に
織
り
込
ん
だ
名
曲
の
聴
き
比
べ
は
、

各
作
曲
家
の
魅
力
や
凄
さ
を
改
め
て
浮

き
彫
り
に
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

そ
ん
な
当
公
演
を
指
揮
す
る
の
は
、
関

西
フ
ィ
ル
の
首
席
指
揮
者
を
務
め
、
当
シ

リ
ー
ズ
の
指
揮
を
第
１
回
か
ら
続
け
て
い

[指揮]藤岡幸夫　[ナビゲーター]林 そよか　
[管弦楽]関西フィルハーモニー管弦楽団

【オーストリア】シュトラウスⅡ:喜歌劇「ジプシー男爵」より“入場行進曲”／【ドイ
ツ】ブラームス:ハンガリー舞曲より 第5番／【ロシア】チャイコフスキー:バレエ

「くるみ割り人形」より“花のワルツ”／【アルメニア】ハチャトゥリアン:組曲「仮面
舞踏会」より“ワルツ”／【フィンランド】シベリウス:交響詩「フィンランディア」／【イタ
リア】ロッシーニ:歌劇「ウィリアム･テル」序曲より“スイス軍の行進”／【フランス】ラヴェル:組曲「マ
･メール･ロワ」より“美女と野獣の対話”／【日本】林 そよか:弦楽と打楽器のための“Fantasia”よ
り 第2楽章／【イギリス】ヴォーン＝ウィリアムズ:グリーンスリーヴスによる幻想曲／【チェコ】ドヴォル
ザーク:交響曲 第9番 ホ短調「新世界より」第4楽章

2021.8/7（土） 2:00PM
全席指定 4,000円 （税込） ※4歳以上のお子様からご入場可能です。
[お問い合わせ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／関西フィルハーモニー管弦楽団

素晴らしい生演奏を
聴きながら楽しく学べる
コンサート！！

◎ヨーロッパと音楽

◎1800年代の作曲家って？

◎国別クラシック豆知識

◎生のオーケストラのサウンド

 など

©SHIN YAMAGISHI

©Ayane Shindo©s.yamamoto

み

研究は、

自由研究にそのまま使える
“研究シート”を来場者全員にプレゼント!!

関西フィル 第7回 親子定期演奏会

[指揮]藤岡幸夫
（関西フィル 首席指揮者）

[ナビゲーター] 林 そよか（作曲家）[管弦楽]関西フィルハーモニー管弦楽団

発売中

これで決まり!!

研究ポイント

ヨーロッパ一周！音楽の旅♪

The Symphony Hallの抜群の音響で、素晴らしい生演奏を体感！

研究シートの中身はこんな感じ！

クラシック音楽の演奏を生で聴いた感想、

指揮者の藤岡先生やナビゲーターの

林そよか先生のお話から学んだことなど、新

発見をたくさん書こう！

2学んだことを書こう！

入場時にもれなくプレゼント

される“研究シート”。表紙に

は名前を書いてくださいね！

※記載の研究シートは一昨年のものです。

あとは 学 校 へ そのまま 
提出するだけ！
コン サ ートで 発 見し た 
クラシックの 豆 知 識 と 
音楽の感動をお友達にも 
教えてあげましょう！

感動を伝えよう！3

1
研究シート

をゲット！

大
好
き
な
人
と
学
ん
だ
こ
と
は

い
つ
ま
で
も
大
切
な
思
い
出

る
藤
岡
幸
夫
。
彼
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

普
及
に
積
極
的
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
へ

の
出
演
も
数
多
い
。
持
ち
前
の
熱
く
親

し
み
や
す
い
指
揮
と
斬
新
な
企
画
力
は

広
い
支
持
を
得
て
お
り
、
企
画
・
指
揮
者
・

司
会
者
を
兼
ね
て
関
西
フ
ィ
ル
と
共
に

現
在
も
出
演
中
の
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
東
京『
エ

ン
タ
ー
・
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』の
放
送

は
実
に
３
０
０
回
を
超
え
る
。
そ
ん
な
次

第
で
、
藤
岡
＆
関
西
フ
ィ
ル
は
こ
う
し
た

企
画
に
ま
さ
に
最
適
の
人
選
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　

当
公
演
で
は
、
作
曲
家
の
林 

そ
よ
か

が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。
藤
岡
＆
関

西
フ
ィ
ル
は
、２
０
１
７
年
に
彼
女
の「
弦

楽
と
打
楽
器
の
た
め
の
〝
Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ

ｉ
ａ
〞」の
世
界
初
演
を
行
う
な
ど
旧
知

の
仲
。
そ
ん
な
林
は
今
回
の
選
曲
と
構

成
も
手
が
け
て
お
り
、
作
曲
家
な
ら
で
は

の
視
点
と
柔
ら
か
な
語
り
口
は
、
聴
き
手

の
誰
も
が
わ
か
り
や
す
く
楽
し
め
る
は

ず
だ
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
学
ん

だ
こ
と
を
そ
の
ま
ま
自
由
研
究
と
し
て

提
出
で
き
る「
研
究
シ
ー
ト
」を
来
場
者

全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

〝
大
好
き
な
家
族
や
友
達
と
一
緒
に

学
ん
だ
こ
と
は
、
い
つ
ま
で
も
大
切
な
思

い
出
と
し
て
残
る
〞

　

そ
ん
な
こ
と
を
願
っ
て
、
今
年
も
盛
大

に
開
催
さ
れ
る
当
公
演
に
ぜ
ひ
ご
来
場

を
‼

 

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）
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こ
の
一
年
、
音
楽
界
は
か
つ
て
な
い

状
況
に
直
面
し
た
日
々
だ
っ
た
。
多
く

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
中
止
、延
期
に
な
り
、

音
楽
フ
ァ
ン
も
な
か
な
か
コ
ン
サ
ー
ト

ラ
イ
フ
を
楽
し
め
な
い
状
況
が
続
い
た

が
、
そ
の
中
で
の
光
明
は
、
日
本
の
音

楽
家
た
ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し

た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
声
楽
、

器
楽
、
指
揮
な
ど
、
各
ジ
ャ
ン
ル
で
若

手
、
中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン
が
奮
闘
し
、
音

楽
の
喜
び
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
た
。
海

外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
入
国
に
困
難
が
と

も
な
う
中
、
日
本
の
音
楽
界
の
底
力
を

感
じ
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
「
日

本
の
底
力
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
こ
う
し
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
邦
人
音
楽
家
た
ち
を

じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
の
で
き
る
待
望
の

新
企
画
で
あ
る
。

　

６
月
12
日
の
シ
リ
ー
ズ
第
１
回
で

は
、
ま
さ
に
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
二
人
に
よ
る
デ
ュ
オ
が
実
現
す

る
。
と
も
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
学
び
、

す
で
に
30
年
以
上
の
共
演
歴
が
あ
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
竹
澤
恭
子
と
ピ
ア
ノ

の
江
口 

玲
で
あ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
ー
ル
・
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ

第
５
番 

へ
長
調 

「
春
」、
第
７
番 

ハ
短

調 

、
第
９
番 

イ
長
調 

「
ク
ロ
イ
ツ
ェ

[ヴァイオリン]竹澤恭子
[ピアノ]江口 玲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン:ヴァイオリン･ソナタ 第5番 ヘ長調 op.24「春」／
第7番 ハ短調 op.30-2／第9番 イ長調 op.47「クロイツェル」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.6/12（土） 7:00PM
全席指定 5,500円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

ヴァイオリン ピアノ

日本の底力シリーズVol.1 竹澤恭子＆江口 玲 デュオ・リサイタルReview

30
年
以
上
の
共
演
歴
を
誇
る
、最
強
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
！

音
楽
の
喜
び
、素
晴
ら
し
さ
を
こ
こ
で
体
感
す
る
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ル
」と
い
う
名
作
揃
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
聞
き
ご
た
え
の
あ
る
作
品
群
が
、

息
の
あ
っ
た
妙
技
で
表
現
さ
れ
る
。

　

竹
澤
は
名
実
と
も
に
日
本
を
代
表

す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
。
難
関
で
知

ら
れ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
を
制
し
て
以
来
、
名
門
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
も
多
く
、
国
内
外

の
数
多
く
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
名
演
を
聞

か
せ
て
お
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
界
の
顔

と
し
て
長
く
君
臨
し
て
き
た
。
昨
年

９
月
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

聴
い
た
竹
澤
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
は
、
希
代
の

名
演
と
い
え
る
も
の
だ
っ
た
。
銘
器
ス

ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
が
ホ
ー
ル
隅
々

ま
で
朗
々
と
響
き
わ
た
り
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
ら
し
い
重
厚
さ
と
繊
細
な
ピ
ア

ニ
ッ
シ
モ
を
自
在
に
操
っ
て
い
た
。
竹

澤
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
奏
者
の
存
在
こ

そ
が
、
現
在
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
界
の
活

況
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ

う
。

　

演
奏
家
と
し
て
ま
さ
に
絶
頂
期
を

迎
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
竹
澤
と
共
演
す
る
の
は
、
こ
ち
ら
も

我
が
国
を
代
表
す
る
名
手
の
江
口
で
あ

る
。
ソ
ロ
は
も
ち
ろ
ん
、
室
内
楽
な
ど

で
も
実
力
を
発
揮
す
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
、
共
演
者
の
信
頼

が
厚
く
、
幅
広
い
活
躍
は
周
知
の
と
お

り
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
の
顔
も
持
ち
、

ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
愛
用
の
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド

の
ピ
ア
ノ
も
弾
き
こ
な
す
な
ど
、
日
々

研
究
に
余
念
が
な
い
。
江
口
は
東
京
藝

大
作
曲
科
出
身
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
は
ピ
ア
ノ
科

に
在
籍
し
た
。
こ
う
い
っ
た
経
歴
ゆ
え

だ
ろ
う
か
。
彼
の
ピ
ア
ニ
ズ
ム
は
作
曲

家
、
演
奏
家
双
方
の
視
点
に
裏
打
ち
さ

れ
て
い
る
。
共
演
者
の
魅
力
を
最
大
限

に
引
き
出
し
な
が
ら
、
自
身
も
自
在
に

羽
ば
た
き
、
互
い
が
刺
激
し
あ
い
な
が

ら
、未
知
の
高
み
へ
と
の
ぼ
り
つ
め
る
。

　
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
奏
者
同
士
で
あ
る

竹
澤
と
江
口
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
ま

さ
に
新
た
な
創
造
の
場
と
な
る
だ
ろ

う
。

（
文
　
伊
藤
制
子
）

S U M M E R  
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ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
毎
年

開
催
す
る
恒
例
企
画
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ

ク
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
で

タ
ッ
グ
を
組
む
人
気
の
女
性
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト 

川
井
郁
子
。
同
ホ
ー
ル
に
足

し
げ
く
通
う
フ
ァ
ン
の
間
で
は
お
な
じ

み
の
彼
女
が
今
秋
「
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ

ス
〜
名
曲
物
語
〜
」
と
銘
打
っ
た
公
演

で
同
ホ
ー
ル
に
登
場
す
る
。

　

昨
年
、
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年

の
節
目
を
迎
え
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
の
み

な
ら
ず
、
日
本
の
女
性
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
者
を
代
表
す
る
存
在
と
し
て
活
躍
す

る
彼
女
が
「
慕
情
」
や
「
０
０
７
シ
リ
ー

ズ
」、「
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
」
の
「
愛

の
テ
ー
マ
」
と
い
っ
た
、
映
画
史
に
残

[ヴァイオリン]川井郁子　[ハープ]朝川朋之
[弦楽合奏団]U.F.室内アンサンブル　ほか
-------------------------------------------------------------------
映画『慕情』／映画『007シリーズ』より／映画『ゴッドファーザー』より〜愛
のテーマ〜／映画『ライムライト』より「〜テリーのテーマ〜」／映画『銀河鉄
道999』／映画『マイ・フェア・レディ』より〜踊り明かそう〜／映画『ウェスト・
サイド・ストーリー』より／映画『ラストエンペラー』／映画『ドラゴンクエスト』
より〜序曲〜　ほか
-------------------------------------------------------------------
2021.9/18（土） 2:00PM
S 5,500円　A 4,500円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]アイケイ・オフィス／ザ・シンフォニーホール

全
曲
シ
ネ
マ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
演
奏
。
本
領
〝
ク
ラ
シ
カ
ル
・
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
〟で
魅
せ
る
！

Ikuko Kawai

川井郁子 シネマパラダイス ～名曲物語～Review

川井郁子
シネマパラダイス
～名曲物語～

ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

感
動
的
な
演
奏
に
仕
上
げ
る
か
期
待

る
名
作
を
彩
っ
た
感
動
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

の
数
々
を
華
麗
に
、
そ
し
て
力
強
い
演

奏
で
届
け
る
。

　

東
京
藝
術
大
学
か
ら
同
大
学
院
を
経

て
、
タ
ン
ゴ
の
革
命
児
で
知
ら
れ
る
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
作
曲
家
、
ア
ス
ト
ル
・

ピ
ア
ソ
ラ
の
楽
曲
と
出
会
い
、
人
生
が

変
わ
っ
た
川
井
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や

ジ
ャ
ズ
の
要
素
も
取
り
込
み
、
ジ
ャ
ン

ル
を
軽
々
と
超
越
す
る
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

な
ピ
ア
ソ
ラ
の
楽
曲
群
を
聴
き
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
殻
を
打
ち
破
ろ
う
と
決

意
。
２
０
０
０
年
に
「
レ
ッ
ド
・
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
」
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
、

決
ま
り
事
に
挑
む
か
の
よ
う
な
自
作
曲

の
数
々
で
注
目
を
集
め
る
。

　

以
降
、ワ
ル
シ
ャ
ワ
国
立
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
や
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

　
ピ
ア
ソ
ラ
に
倣
っ
て
常
識
や
格
式
に

と
ら
わ
れ
ず
、
と
も
す
れ
ば
難
解
に
な

り
が
ち
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
お
け
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
平
易
か
つ
ポ
ッ

プ
に
聞
か
せ
続
け
る
こ
と
に
加
え
、
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
だ
け
で
華
や
か
さ

を
演
出
す
る
ス
タ
ー
性
と
強
固
な
存
在

感
、
そ
し
て
流
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
フ
ァ
ン
以
外
の

人
々
も
魅
了
し
続
け
る
…
。

　
今
回
の
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
る
映

画
音
楽
は
、
と
り
わ
け
日
本
で
人
気
の

高
い
楽
曲
ば
か
り
。
そ
れ
だ
け
に
、
川

井
が
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
感
動

的
な
演
奏
に
仕
立
て
上
げ
る
か
フ
ァ
ン

な
ら
楽
し
み
で
仕
方
が
な
い
と
思
う
が
、

そ
う
し
た
期
待
を
上
回
る
ス
テ
ー
ジ
が

展
開
さ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
文
　
産
経
新
聞
編
集
委
員 

岡
田
敏
一
）

先行予約：5/20（木）　一般発売：5/23（日）

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
日

本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と

い
っ
た
国
内
外
の
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
の

テ
ノ
ー
ル
歌
手
ホ
セ
・
カ
レ
ー
ラ
ス
と

い
っ
た
様
々
な
大
物
音
楽
家
や
、
ロ
シ

ア
の
バ
レ
エ
・
ダ
ン
サ
ー
、
フ
ァ
ル
フ
・

ル
ジ
マ
ー
ト
フ
、
日
本
の
バ
レ
エ
・
ダ

ン
サ
ー
、
熊
川
哲
也
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
荒
川
静
香
ら
と
も
共
演
。
映

画
音
楽
の
分
野
で
も
成
功
を
収
め
た
。

２
０
０
１
年
か
ら
は
大
阪
芸
術
大
学
の

芸
術
学
部
音
楽
学
科
で
教
授
も
務
め
、

指
導
者
と
し
て
も
尽
力
す
る
が
、
最
も

評
価
さ
れ
る
べ
き
は
、
日
本
に
お
け
る

〝
ク
ラ
シ
カ
ル
・
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
〞
の

先
駆
け
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
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か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
に
は
、
月
に
ち
な

ん
だ
曲
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

愛
お
し
い
人
や
愛
お
し
い
場
所
を

思
い
、
そ
の
思
い
を
月
に
託
す
…
普
遍

的
で
、
時
空
を
超
え
て
す
べ
て
の
人
々

に
沸
き
起
こ
る
感
情
に
思
い
を
馳
せ

て
、
今
で
は
日
本
の
歌
と
な
っ
て
い
る

外
国
の
歌
や
、
日
本
最
古
の
月
物
語
と

も
言
え
る
、『
竹
取
物
語
』
の
ア
リ
ア

な
ど
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

●
幸
田
さ
ん
は
、
昨
年
の
「
日
本
の
う

た
『
秋
』」
に
も
登
場
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
歌
だ
け
の
、
２
時
間
の
リ
サ

イ
タ
ル
は
20
年
ぶ
り
く
ら
い
…
も
し

か
し
た
ら
、
初
め
て
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

●
そ
の
時
の
印
象
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
コ

ン
サ
ー
ト
が
半
年
以
上
な
く
な
り
ま

し
た
。
昨
年
の
「
美
し
き
日
本
の
う

た
『
秋
』」
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
て
か
ら
２
回
目
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
。
音
楽
を
身
体
に
宿
す
感

覚
、
そ
し
て
ホ
ー
ル
に
入
る
と
そ
こ
に

は
お
客
さ
ま
が
い
ら
し
て
、
共
鳴
し
合

え
る
…
な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
な
の
だ

ろ
う
と
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
何
度
も
演
奏
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、

美しき
日本のうた
「秋」

[ソプラノ]幸田浩子　[ピアノ]藤満 健
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.10/2（土） 2:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ] ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

紅葉
作詞：高野辰之　作曲：岡野貞一

里の秋
作詞：斎藤信夫　作曲：海沼實

七つの子
作詞：野口雨情　作曲：本居長世

かやの木山の
作詞：北原白秋　作曲：山田耕筰

赤とんぼ
作詞：三木露風　作曲：山田耕筰

松島音頭
作詞：北原白秋　作曲：山田耕筰

秋の空
作詞：八木重吉　作曲：畑中良輔

時は風のように
作詞・作曲：池田綾子

旅愁
作詞：犬童球渓　作曲：John P. Ordway 

故郷の空
作詞：大和田建樹　曲：スコットランド民謡

庭の千草
作詞：里見 義　曲：アイルランド民謡

荒城の月
作詞：土井晩翠　作曲：滝 廉太郎

雁が渡る
作詞・曲：不詳（文部省唱歌）

月の砂漠
作詞：加藤まさを　作曲：佐々木すぐる

歌劇『竹取物語』より 告別のアリア
台本・曲：沼尻竜典

ほか

撮影：キセキミチコ

世代を超えて、私たちの心に
いつまでも輝き続ける日本のうたが、
今年も秋のザ・シンフォニーホールを彩る。

「日本のうた」――
優しくあたたかい、励ましのようなエネルギー。

そのような雰囲気を皆さまと共鳴できる機会がもっとあればと思ったのです。

美しき日本のうた「秋」 プログラム

ザ・シンフォニーホールが届ける人気シリーズ「美しき日本のうた」の秋公演が決定。

昨年、同コンサートで好演を見せた幸田浩子が、今年も登場する。

私たちの遠い思い出を回想させてくれる懐かしい名曲をじっくりと楽しんでいただきたい。

ソプラノ 幸田浩子

美しき日本のうた「秋」Interview

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

今
回
歌
う
の
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
歌

●
幸
田
さ
ん
は
、
日
本
の
歌
を
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
歌
い
、「
ふ
る
さ
と
〜
日

本
の
う
た
〜
」
な
ど
日
本
の
歌
を
収
め

た
Ｃ
Ｄ
も
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
歌
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
の
歌
を
歌
う
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
で
す
。

自
分
に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
考

え
続
け
、
私
に
と
っ
て
は
歌
を
歌
う
こ

と
な
の
だ
と
の
思
い
に
至
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
会
場
の
お
客
さ
ま
と
最
後
に
「
故

郷
」
を
歌
う
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
と
歌
っ
て
い
る
と
き
に
会

場
に
満
ち
る
、
優
し
く
あ
た
た
か
い
励

ま
し
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
も
っ

と
皆
さ
ま
と
共
鳴
出
来
れ
ば
…
と
思

い
ま
し
た
。

●
幸
田
さ
ん
に
と
っ
て
の
、
日
本
の
歌

の
魅
力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
に
と
っ
て
、（
日
本
の
歌
と
外
国

の
歌
と
の
）
垣
根
は
あ
ま
り
な
い
の
で

す
。
母
は
小
学
校
の
音
楽
の
先
生
で
、

父
は
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
出
身
。
物
心
つ
い

た
と
き
に
は
、
私
は
歌
と
音
楽
と
共
に

あ
り
ま
し
た
。
今
回
演
奏
す
る「
旅
愁
」

や
「
故
郷
の
空
」
な
ど
も
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
歌
で
す
。

歌
は
、
私
に
と
っ
て
、
い
つ
も
そ
ば
に

有
る
、
優
し
い
光
の
よ
う
な
も
の
で

先行予約：5/20（木）　一般発売：5/23（日）

Interview

す
。

●
今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
「
美
し
き
日

本
の
う
た
『
秋
』」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
明
治
時
代
か
ら

の
唱
歌
や
童
謡
の
よ
う
な
歌
も
あ
れ

ば
、
畑
中
先
生
や
武
満
さ
ん
の
曲
な
ど

も
あ
り
、
そ
の
歌
の
一
つ
ひ
と
つ
が
過

去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
と
歌
い

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
表
わ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
幸
田
さ
ん
が
思
い
描
く
秋
の
イ

メ
ー
ジ
は
？

　

実
り
の
秋
、
色
鮮
や
か
な
秋
、
美
し

い
月
の
季
節
。
秋
は
、
人
恋
し
い
季
節

歌
と
ピ
ア
ノ
の
組
み
合
わ
せ
は
初
め

て
で
し
た
。
と
て
も
あ
た
た
か
く
良
い

響
き
で
、
そ
の
響
き
が
ふ
ぅ
っ
と
全
体

に
伝
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

●
大
阪
育
ち
の
幸
田
さ
ん
の
、
地
元
お

す
す
め
の
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

め
っ
ち
ゃ
ロ
ー
カ
ル
で
す
が
（
笑
）、

阪
急
電
車
の
終
点
の
箕
面
に
は
、
滝
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
滝
ま
で
の
道
の
り
は

と
て
も
素
敵
で
す
。
山
に
は
野
生
の
猿

も
い
て
、
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

紅
葉
の
天
ぷ
ら
も
名
物
で
、
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

●
み
な
さ
ま
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

大
阪
に
帰
り
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
へ
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ

ま
の
顔
を
見
る
だ
け
で
、「
あ
ぁ
、
ふ

る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
！
」
と
お
友
だ

ち
や
親
せ
き
、
家
族
に
囲
ま
れ
て
い
る

よ
う
な
気
持
ち
に
…
す
で
に
な
っ
て

い
ま
す
！
舞
台
袖
に
は
、
こ
の
ホ
ー
ル

の
舞
台
で
演
奏
し
た
世
界
中
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
サ
イ
ン
や
写
真
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
す
。
ホ
ー
ル
に
い
る

と
、
そ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
み
な
さ
ま

に
見
守
ら
れ
て
、
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い

て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

優
し
く
あ
た
た
か
い
、
励
ま
し
の
よ
う

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
る
空
間
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
よ
う
な
祈
り
の

気
持
ち
を
込
め
て
演
奏
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（

取
材
・
文　

道
下
京
子
）

な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

1213 SinfoniaSinfonia



尾高忠明×大阪フィルの作曲家シリーズ。
2年ぶりにザ・シンフォニーホールで開催！

ドヴォルザーク・セレクション

P I C K  U P  C O N C E R T P I C K  U P  C O N C E R T

　

指
揮 

尾
高
忠
明
が
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の
音
楽
監
督
に
就
任
し
て

以
降
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
〝
作
曲
家
〞シ

リ
ー
ズ
。
２
０
２
１
年
は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で「
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
」が
開
催
さ
れ
る
。

　

５
月
、
８
月
、
10
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

「
自
然
、
人
生
、
愛
」を
表
し
た
連
作
の
３
つ

の
序
曲
と
３
つ
の
独
奏
楽
器
の
た
め
の
協

奏
曲
が
披
露
さ
れ
る
。
ソ
リ
ス
ト
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
岡
本
侑
也（
チ
ェ
ロ
）、
北
村
朋
幹

（
ピ
ア
ノ
）、
戸
田
弥
生（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）が

登
場
。
尾
高
、大
阪
フ
ィ
ル
と
と
も
に
、ク
ラ

シ
ッ
ク
屈
指
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
と
い

わ
れ
る
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
名
作
を
感
動

的
に
届
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
尾
高
も
「
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
う
」
と
期

待
を
寄
せ
る
全
３
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

ほ
し
い
。

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

©Kazuhiko Suzuki©Akira Muto

ピ
ア
ノ
：
舘
野 

泉

指
揮
：
阪 

哲
朗

指
揮
：
尾
高
忠
明

大阪フィルハーモニー交響楽団

　
「
食
と
温
泉
の
国
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

が
、
ふ
た
た
び
大
阪
に
帰
っ
て
く
る
！　

２
０
２
２
年
に
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
、
長

ら
く
県
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
山
形
交
響
楽

団
に
よ
る
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の

「
さ
く
ら
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト
」。
今
年
で
３
回

目
と
な
る
こ
の
シ
リ
ー
ズ
、
昨
年
は
残
念
な

が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
開

催
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
フ
ァ
ン
も
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
で
20
年
に

わ
た
り
活
動
し
た
山
響
常
任
指
揮
者
の
阪 

哲
朗
、
今
秋
に
85
歳
を
迎
え
る
巨
匠
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
舘
野 

泉
が
登
場
し
、
古
典
派
か
ら
20

世
紀
ま
で
の
名
作
を
披
露
し
て
く
れ
る
。

　

シ
ベ
リ
ウ
ス
な
ど
北
欧
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
、
長
ら
く

ソ
ロ
で
活
躍
し
た
舘
野
。
２
０
０
２
年
に
脳

溢
血
で
倒
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
る

と
、
音
楽
界
に
衝
撃
が
走
っ
た
。
だ
が
左
手

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
、
不
死
鳥
の
ご
と
く

に
見
事
復
活
し
た
の
だ
。
そ
ん
な
彼
の
姿
は

多
く
の
人
々
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
き

た
。

　

今
回
は
満
を
持
し
て
取
り
組
む
ブ
リ
テ

ン
の「
デ
ィ
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
」が
選
曲
さ
れ

た
。
主
題
と
変
奏
と
い
う
副
題
を
も
ち
、
11

の
凝
っ
た
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
音
楽
を
、阪
の
タ
ク
ト
の
も
と
、舘
野

が
ど
の
よ
う
に
創
り
あ
げ
て
い
く
か
。
興
味

は
尽
き
な
い
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
第

38
番「
プ
ラ
ハ
」と
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
交
響
曲

第
3
番
も
合
わ
せ
て
、
山
響
の
多
角
的
な
魅

力
を
じ
っ
く
り
味
わ
え
る
演
奏
会
に
な
る
だ

ろ
う
。                     （
文　

伊
藤
制
子
）

2年ぶりの山形交響楽団 大阪公演
巨匠 舘野 泉との共演に注目！

[指揮]阪 哲朗　[ピアノ]舘野 泉　[管弦楽]山形交響楽団
---------------------------------------------------------------
モーツァルト：交響曲 第38番 ニ長調「プラハ」 K.504／ブリテン：左
手のピアノと管弦楽のための主題と変奏「ディヴァージョンズ」op.21
／シューベルト：交響曲 第3番 ニ長調 D.200
---------------------------------------------------------------
2021.6/26（土） 5:00PM
S 5,100円　A 4,100円　B 3,100円 （税込）
[お問い合わせ]山響チケットサ－ビス 023-616-6607
[主催]公益社団法人山形交響楽協会／ザ・シンフォニーホール

さくらんぼコンサート2021 大阪公演

発売中

-----------------------------------------------------------------------------
2021.5/23（日） 2:00PM
[チェロ]岡本侑也
序曲「自然の中で」op.91／チェロ協奏曲 ロ短調 op.104／交響曲 
第7番 ニ短調 op.70

-----------------------------------------------------------------------------
2021.8/28（土） 2:00PM
[ピアノ]北村朋幹
序曲「謝肉祭」op.92／ピアノ協奏曲 ト短調 op.33／交響曲 第8番 
ト長調 op.88
※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは5/25（火）より一般発売

-----------------------------------------------------------------------------
2021.10/8（金） 7:00PM
[ヴァイオリン]戸田弥生
序曲「オセロ」op.93／ヴァイオリン協奏曲 イ短調 op.53／交響曲 
第9番 ホ短調 op.95「新世界より」
※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは7/27（火）より一般発売

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

先行予約：5/20（木）　一般発売：5/26（水）

先行予約：7/22（木）　一般発売：7/28（水）

-----------------------------------------------------------------------------
[指揮]尾高忠明　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
A 5,000円　B 4,000円　C 3,000円 （税込）
[お問い合わせ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
※Sinfonia先行予約は、ザ・シンフォニー チケットセンターまでお問い合わせくだ
さい。
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

©Martin Richardson

発売中

ピ
ア
ノ
：
福
間
洸
太
朗

指
揮
：
秋
山
和
慶

　

よ
く
知
ら
れ
た
名
曲
は
聞
く
た
び
に
新

た
な
発
見
が
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
実
感

さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
今
年
で
８
年
目
に

な
る〈
名
曲
シ
リ
ー
ズ
〉で
あ
る
。
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
年
に
２

回
開
催
で
、
数
々
の
名
作
に
新
風
を
吹
き
込

ん
で
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
指
揮
者
・
ソ
リ
ス

ト
の
組
み
合
わ
せ
が
実
現
す
る
の
も
特
徴

で
、今
回
は
、秋
山
和
慶
の
指
揮
、福
間
洸
太

朗
の
ピ
ア
ノ
と
い
う
人
選
だ
。

　

長
ら
く
日
本
の
楽
界
を
牽
引
し
て
き
た

秋
山
の
功
績
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
だ

ろ
う
。
古
典
か
ら
現
代
曲
の
初
演
ま
で
、
数

多
く
の
ス
テ
ー
ジ
を
こ
な
し
て
き
た
が
、
作

品
の
ス
タ
イ
ル
を
的
確
に
捉
え
、
そ
の
魅
力

を
伝
え
る
手
腕
は
抜
き
ん
出
た
も
の
が
あ

る
。
選
曲
さ
れ
た
の
は
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
名

作「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
「
運
命
」。
秋
山
も
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
指
揮
し
て
き
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
だ
が
、
近

年
さ
ら
に
評
価
を
高
め
て
い
る
大
阪
フ
ィ
ル

と
と
も
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
輝
か
し
い
響

き
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
だ
。

　

冒
頭
か
ら
豪
快
な
ピ
ア
ノ
が
鳴
り
渡
り
、

ピ
ア
ノ
の
醍
醐
味
を
味
わ
え
る
グ
リ
ー
グ

の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
。
ソ
リ
ス
ト
の
福
間
は

若
く
し
て
才
能
を
認
め
ら
れ
、
以
後
着
実
に

進
化
を
遂
げ
て
い
る
我
が
国
を
代
表
す
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ひ
と
り
。
細
部
ま
で
磨
き

抜
か
れ
た
珠
玉
の
音
色
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
音
楽
作
り
な
ど
、
進
境
著
し
い
。
誰
も
が

知
る
名
作
に
新
た
な
光
を
当
て
る
好
演
に

な
る
だ
ろ
う
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

8年目となる大好評シリーズの秋公演は、
巨匠 秋山和慶×気鋭 福間洸太朗のタッグ！

[指揮]秋山和慶　[ピアノ]福間洸太朗
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
シベリウス：交響詩「フィンランディア」op.26／グリーグ：ピアノ協奏曲 イ短
調 op.16／ベートーヴェン：交響曲 第5番 ハ短調 op.67「運命」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.10/1（金） 7:00PM
A 5,100円　B 3,100円 （税込）
[お問い合わせ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは5/25（火）より一般発売

〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール ソワレ・シンフォニー Vol.18

先行予約：5/20（木）　一般発売：5/26（水）

©Marc Bouhiron

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
石
田
泰
尚

　
〝
ハ
マ
の
カ
リ
ス
マ
〞の
異
名
を
持
ち
、
神

奈
川
フ
ィ
ル
の
名
物
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
早
20
年
。
ま
た
、
バ

ン
ド
ネ
オ
ン
の
三
浦
一
馬
率
い
る
東
京
グ
ラ

ン
ド
・
ソ
ロ
イ
ス
ツ
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し

て
も
活
躍
し
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に

も
登
場
し
て
き
た
。
さ
ら
に
昨
年
か
ら
京

都
市
交
響
楽
団
の
特
別
客
演
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
に
就
任
し
、
関
西
の
音
楽
フ
ァ
ン
に

は
ま
す
ま
す
お
な
じ
み
と
な
っ
た
石
田
泰
尚

が
、大
阪
に
再
び
降
臨
す
る
！

　

予
定
演
目
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス「
Ｆ
．Ａ
．Ｅ
．

ソ
ナ
タ
」か
ら「
ス
ケ
ル
ツ
ォ
」や
、グ
リ
ー
グ

の
ソ
ナ
タ
第
3
番
と
い
っ
た
、
ロ
マ
ン
派
の

傑
作
が
中
心
。

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
の「
ス
ケ
ル
ツ
ォ
」は
、
16
年

に
石
田
が
発
表
し
た
ラ
イ
ヴ
Ｃ
Ｄ
に
も
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
演
奏
よ
り
も
懐

の
深
さ
と
繊
細
さ
が
さ
ら
に
増
し
た
名
演

が
期
待
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
彼
の
ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
と
言
え
る
の
は
、
や
は
り
坊
主
頭

と
サ
ン
グ
ラ
ス
。
そ
の
音
色
も
ま
さ
に
イ

メ
ー
ジ
通
り
の
〝
力
強
い
硬
派
〞だ
。
今
回

は
そ
の
真
骨
頂
が
改
め
て
示
さ
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
グ
リ
ー
グ
が
母
国
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
民
族
音
楽
に
影
響
を
受
け
て
書
き
上
げ

た
抒
情
性
豊
か
な
ソ
ナ
タ
。
今
回
は
、
前
述

の
ラ
イ
ヴ
Ｃ
Ｄ
で
も
共
演
し
た
知
性
派
ピ

ア
ニ
ス
ト
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
ウ
ィ
ー
ン
で

研
鑽
を
積
ん
だ
名
手
、中
島 

剛
の
好
サ
ポ
ー

ト
も
得
ら
れ
る
の
で
、
石
田
の
切
れ
味
鋭
く

洗
練
さ
れ
た
音
楽
性
を
存
分
に
堪
能
し
よ

う
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

ハマのカリスマ大阪に再び降臨！
夏のリサイタルにも期待が高まる！

[ヴァイオリン]石田泰尚
[ピアノ]中島 剛
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ブラームス:F.A.E.ソナタ 第3楽章「スケルツォ」
グリーグ:ヴァイオリン･ソナタ 第3番 ハ短調 op.45　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.7/11（日） 2:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ]Mitt 03-6265-3201
[主催]日本コロムビア株式会社／ザ・シンフォニーホール

石田泰尚 ヴァイオリン・レジェンド

発売中
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ズーラシアンブラス サマー・ミュージック・フェスティバル 大阪公演

荒 庸子 チェロ・リサイタル 2021 珠玉のシネマ名曲SELECTION Vol.7

P I C K  U P  C O N C E R T P I C K  U P  C O N C E R T

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

ギ
タ
ー
：
山
本
恭
司

指
揮
：
飯
森
範
親

チ
ェ
ロ
：
荒 

庸
子

テ
ュ
ー
バ
：
エ
イ
ス
テ
イ
ン
・
ボ
ー
ツ
ヴ
ィ
ッ
ク

　

日
英
で
活
躍
し
た
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド 

「
バ

ウ
ワ
ウ
」
や
矢
沢
永
吉
の
ツ
ア
ー
へ
の
参

加
な
ど
を
経
て
、
現
在
も
意
欲
的
に
ソ
ロ

活
動
を
続
け
る
ロ
ッ
ク
の
レ
ジ
ェ
ン
ド 

山

本
恭
司
。
２
０
２
０
年
１
月
４
日
に
開

催
さ
れ
た
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

の
『
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
』
で
は
指
揮
者 
守
山
俊
吾
が
率
い

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
初
共
演
し
、
観
客
を
涙

と
喜
び
の
感
動
で
包
ん
だ
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
オ
ベ
イ
シ
ョ
ン
は
、
歴
史
に
残
る
ス
テ
ー

ジ
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
開
催
が
決
定
し
た
２
０
２
１
年

８
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
曲
目
す
べ
て
を
山

本
恭
司
が
選
曲
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共

演
は
も
ち
ろ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
名
手 

沼
光
絵

理
佳
や
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー 

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｕ

と
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
特
別
出
演
す
る
日
本
屈
指
の

ブ
ル
ー
ス
シ
ン
ガ
ー 

近
藤
房
之
助
（
Ｂ
Ｂ

ク
イ
ー
ン
ズ
／
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
ち
び
ま
る

子
ち
ゃ
ん
』
の
主
題
歌
「
踊
る
ポ
ン
ポ
コ
リ

ン
」で
人
気
を
博
す
）を
迎
え
た
、
ブ
ル
ー
ス

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
ド
ラ
ム
ス
を
山
本
恭
司
の
息
子

で
あ
る
山
本
真
央
樹
（
数
々
の
著
名
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
ブ
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
活
躍
）が
担
当
さ
れ
る
の
も

注
目
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
、

オ
ペ
ラ
、ゴ
ス
ペ
ル
、ブ
ル
ー
ス
や「
仰
げ
ば

尊
し
」
な
ど
の
日
本
曲
も
演
奏
予
定
で
す
。

山
本
恭
司
の
変
幻
自
在
な
ギ
タ
ー
の
音
色

で
、
新
し
い
音
楽
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ

い
。

　
「
交
響
曲
の
父
」の
異
名
を
持
ち
、
生
涯
に

１
０
４
曲
も
の
交
響
曲
を
残
し
た
ハ
イ
ド

ン
。
そ
の
全
曲
を
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交

響
楽
団
が
首
席
指
揮
者
の
飯
森
範
親
と
８

年
か
け
て
演
奏
す
る
の
が
「
ハ
イ
ド
ン
マ
ラ

ソ
ン
」
だ
。
２
０
１
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

20
年
の
第
19
回
で
後
半
に
折
り
返
し
た
際
、

会
場
が
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
へ
移

り
、こ
れ
で
第
25
回
目
を
迎
え
る
。

　

公
演
テ
ー
マ
は
「
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
後

期
」。
作
曲
者
が
30
年
近
く
仕
え
た
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
大
貴
族
・
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
の
宮

廷
楽
長
時
代
、
そ
の
後
期
に
書
か
れ
た
交
響

曲
第
69
、71
、74
番
を
お
届
け
す
る
。

　
「
ラ
ウ
ド
ン
」
の
愛
称
を
持
つ
第
71
番
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
将
軍
で
七
年
戦
争
の
英

雄
の
姓
に
因
ん
で
お
り
、 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

や
テ
ィ
ン
パ
ニ
が
随
所
で
活
躍
。
第
71
番

は
調
性
も
リ
ズ
ム
も
大
き
く
振
幅
す
る
中
、

第
３
楽
章
で
は
２
挺
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が

独
奏
を
披
露
す
る
。
そ
し
て
、
ト
リ
を
飾
る

第
74
番
で
は
、
管
楽
器
の
掛
け
合
い
の
増
加

や
、
華
々
し
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
な
ど
、
後
期
の

作
風
に
繋
が
る
特
長
が
現
れ
て
い
る
点
に

ご
注
目
を
。

　

な
お
今
回
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
名
匠

ヴ
ォ
ー
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
世
界
で
初
め

て
テ
ュ
ー
バ
の
た
め
に
書
い
た
協
奏
曲
も

演
奏
さ
れ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
出
身
で
、
名
門

シ
カ
ゴ
響
の
首
席
奏
者
を
40
年
以
上
歴
任

し
、
現
在
は
唯
一
無
二
の
ソ
ロ
・
テ
ュ
ー
バ

奏
者
と
し
て
名
を
馳
せ
る
エ
イ
ス
テ
イ
ン
・

ボ
ー
ツ
ヴ
ィ
ッ
ク
の
至
芸
に
も
、
ぜ
ひ
ご
期

待
く
だ
さ
い
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

　

希
少
動
物
た
ち
に
よ
る
演
奏
が
、
子
ど

も
と
大
人
の
心
を
も
ガ
ッ
チ
リ
掴
む
ズ
ー

ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
。
毎
年
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
人
気
の
『
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン

ブ
ラ
ス 

サ
マ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
が
、
今
年
も
８
月
に
開
催
さ
れ

る
。

　

子
ど
も
の
感
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
親
し
み
や
す
く
〝
絵

本
〞の
よ
う
な
役
割
が
で
き
れ
ば
。
そ
ん

な
願
い
を
込
め
て
、
２
０
０
０
年
に
金
管
５

重
奏
『
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
』
が
横
浜
で

誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
幅
広
い
層
に
支
持
を

得
て
全
国
各
地
で
演
奏
会
を
開
催
し
、
フ
ァ

ン
の
声
に
応
え
て
『
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
』
を
結
成
し
て
今
年

で
10
周
年
を
迎
え
る
。

　

う
さ
ぎ
た
ち
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ

ロ
を
弾
き
、
ナ
マ
ケ
モ
ノ
の
が
打
楽
器
を
叩

き
、
ネ
コ
が
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
く
姿
は
、

愛
ら
し
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
。
ほ
っ

こ
り
す
る
や
り
と
り
は
、
大
人
も
子
ど
も
心

に
か
え
っ
て
十
分
に
楽
し
め
る
。
指
揮
を

務
め
る
リ
ー
ダ
ー
の
オ
カ
ピ
を
は
じ
め
、
そ

の
他
に
も
各
国
の
珍
し
い
動
物
た
ち
が
集

ま
っ
て
い
る
。
国
境
を
超
え
た
様
々
な
動

物
た
ち
が
奏
で
る
演
奏
を
聴
い
て
い
る
と
、

ワ
ク
ワ
ク
し
て
胸
が
弾
ん
で
く
る
の
だ
。

　

６
月
６
日
に
は
『
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ

ス
』
の
金
打
17
重
奏
の
公
演
『
ブ
ラ
ス
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
も
開
催
さ
れ

る
。
ま
る
で
絵
本
を
開
く
よ
う
に
優
し
い

気
持
ち
に
な
っ
て
、
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
音
楽
の
世
界
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
文　

金
子
真
由
）

　

毎
年
、
早
春
に
お
届
け
し
て
い
る
チ
ェ
リ

ス
ト 

荒 

庸
子
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
。
７
年
目

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
２
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
残
念
な
が
ら
中
止
に
。
振
替
公
演
が
10

月
23
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

映
画
と
音
楽
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
荒
が
、

毎
年
〝
私
の
好
き
な
映
画
音
楽
〞を
演
奏
し
、

人
気
を
博
す
本
公
演
。「
リ
サ
イ
タ
ル
の
会
を

重
ね
る
ご
と
に
、
新
た
な
映
画
音
楽
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
し
っ
く
り
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
名
画
に
は
名

曲
が
あ
る
の
だ
！
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と

語
る
。

　

今
回
は
２
０
２
０
年
７
月
に
逝
去
し
た

映
画
音
楽
の
巨
匠 

エ
ン
ニ
オ
・
モ
リ
コ
ー
ネ

が
遺
し
た
名
曲
を
中
心
に
披
露
し
て
い
く
。

『
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』の「
愛
の

テ
ー
マ
」や『
海
の
上
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
』の「
愛

を
奏
で
て
」な
ど
、哀
愁
に
満
ち
た
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
、荒
は
時
に
優
し
く
、時
に
情
熱

的
に
熱
く
演
奏
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
な
ら
で
は
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
選
曲
に
も
注
目
だ
。

　
「
毎
回
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
に
加
え
て
チ
ェ
ロ
の
た
め
に
作
曲
さ
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
演
奏
し
て
い
ま
す
。
ブ

ル
ッ
フ
の〝
コ
ル
・
ニ
ド
ラ
イ
〞、チ
ェ
ロ
と
管

弦
楽
の
た
め
に
描
か
れ
た
祈
り
の
作
品
を
山

田
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
と
共
に
演
奏
し
ま
す
。
ユ

ダ
ヤ
教
の
祭
日
に
歌
わ
れ
る
典
礼
歌
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
モ
リ
コ
ー
ネ

へ
の
追
悼
の
気
持
ち
を
込
め
て
演
奏
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
最
高
の
一
夜
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
」

ロックのレジェンド、オーケストラとの共演
スパリブプレゼンツ ロックとクラシックの融合

イギリスの名匠 ヴォーン・ウィリアムズによる
世界初のテューバのための協奏曲を披露

ズーラシアンフィルハーモニー管弦楽団10周年！
大人も子ども心にかえって十分に楽しめる。

大人気“シネマ名曲”セレクション、振替公演！
巨匠モリコーネの名曲を存分に！

[ギター]山本恭司　[指揮]守山俊吾
[管弦楽]シンフォニア・アルシスオーケストラ　[ピアノ]沼光絵理佳
[ピアノ]山本真央樹　[ベース]清水 興　[フラメンコギター]ICCOU
[ボーカル]近藤房之助（特別出演）
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
私のお父さん／白鳥／アヴェ・マリア／プレイヤーズ／ヴァーミリオン・キングダム／青い
影／小景異情／Same old blues／仰げば尊し／ジュピター　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.8/9（月） 2:00PM
全席指定 6,000円 （税込）
[お問い合わせ]ミュージック・アート・ステーション 06-6836-7067
[主催]国際交流協会

[指揮]飯森範親　[テューバ]エイステイン・ボーツヴィック
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ハイドン：交響曲 第69番 ハ長調 Hob.I:69「ラウドン将軍」／ヴォーン・ウィリアム
ズ：テューバ協奏曲 ヘ短調／ハイドン：交響曲 第71番 変ロ長調 Hob.I:71／ハイ
ドン：交響曲 第74番 変ホ長調 Hob.I:74
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.9/30（木） 7:00PM
A 5,000円　B 4,000円 （税込）
[お問い合わせ]センチュリー・チケットサービス 06-6848-3311
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団

[管弦楽]ズーラシアンフィルハーモニー管弦楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
オーケストラ物語／どこかでシューベルトの音がする（世界初演）／レイダース
マーチ／シンクロゴング／楽器の展覧会／狂詩曲「おさるのかごや」（世界初
演）　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.8/1（日） 2:00PM
S 5,500円　A 5,000円　B 4,000円　C 3,000円 （税込）
※0歳より入場可。3歳以上有料。2歳までは大人1名につき子ども1名膝上鑑賞無料。
[お問い合わせ]スーパーキッズ 042-765-7284
[主催]スーパーキッズ

[チェロ]荒 庸子　[ピアノ]山田武彦
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
モリコーネ：『ニュー・シネマ・パラダイス』より「愛のテーマ」、『海の上のピアニ
スト』より「愛を奏でて」、『ミッション』より「ガブリエルのオーボエ」、『ワンス・
アポン・ア・タイム・イン・アメリカ』よりテーマ曲、『マレーナ』よりテーマ曲／パ
ラディス：シシリアーノ／シューマン：『子供の情景』より「トロイメライ」／サン＝
サーンス：白鳥／ブルッフ：コル・二ドライ　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.10/23（土） 7:00PM 【2021.2/12の振替公演】
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

ロックギター・レジェンド 山本恭司と仲間達

日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソンHM.25 「エステルハージ家 後期」

発売中

先行予約：5/20（木）
一般発売：5/23（日）

一般発売：5/17（月）
©山岸伸

一般発売：5/20（木）
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世
界
的
な
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
で

指
揮
者
で
も
あ
る
ポ
ー
ル
・
メ
イ
エ

（
１
９
６
５
〜
）
は
、
２
０
１
０
年
か
ら

約
２
年
間
、
東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
（
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
）
の
首
席
指
揮

者
を
つ
と
め
て
い
た
。
そ
の
間
、
見
事

な
〝
吹
き
振
り
〞
で
何
度
と
な
く
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
。

　
〝
吹
き
振
り
〞
―
―
つ
ま
り
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
自
在
に
奏
で
な
が
ら
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
し
、コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
。
そ
の
手
腕
、
姿
は
、「
天
は
二

物
を
与
え
た
」
と
い
い
た
く
な
る
見
事

な
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
メ
イ
エ
の
〝
吹
き
振
り
〞
が
、

ひ
さ
び
さ
に
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
の
ス
テ
ー
ジ
に

か
え
っ
て
く
る
。

　

ま
ず
、
カ
ー
ル
・
ベ
ー
ル
マ
ン
の
《
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
た
め
の
軍
隊
協
奏
曲
》。

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏

曲
／
協
奏
曲
を
初
演
し
た
天
才
奏
者
、

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ベ
ー
ル
マ
ン
の
息
子
で

あ
る
。
息
子
も
父
を
継
い
で
奏
者
に

な
っ
た
が
、
教
育
者
と
し
て
も
活
躍
し

た
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
な
ら
、
教
則

本
で
彼
の
名
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
、
そ
ん
な
ベ
ー
ル
マ
ン
の
、
演
奏
さ

れ
る
機
会
の
少
な
い
秘
曲
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
《
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
の
た
め
の
第
一
狂
詩
曲
》。
パ

リ
国
立
音
楽
院
の
卒
業
試
験
課
題
曲
と

し
て
書
か
れ
た
難
曲
だ
。

[指揮･クラリネット]ポール･メイエ　[オルガン]新山恵理
[吹奏楽]東京佼成ウインドオーケストラ
-------------------------------------------------------------------
H.ベルリオーズ（仲田守 編）：ローマの謝肉祭／C.ベールマン（大橋晃一 
編）：クラリネットのための軍隊協奏曲／C.ドビュッシー（稲垣卓三 編）：ク
ラリネットのための第1狂詩曲／C.サン･サーンス（大橋晃一 編）：交響曲 
第3番 オルガン付き
-------------------------------------------------------------------
2021.11/24（水） 7:00PM
S 6,000円　A 4,500円　B 3,000円 （税込）
[お問い合わせ]東京佼成ウインドオーケストラ事務局 03-5341-1155
[主催]佼成文化協会 東京佼成ウインドオーケストラ／
ザ・シンフォニーホール

東京佼成ウインドオーケストラ 第6回 大阪定期演奏会Review

東京佼成ウインド
オーケストラ
第6回 大阪定期演奏会
この秋、大注目の共演！
メイエの“吹き振り”が、
久々にＴＫＷＯのステージに！

指
揮･

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト 

ポ
ー
ル･

メ
イ
エ

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

「
ホ
ー
ル
」と
い
う
名
の

も
う
ひ
と
つ
の
銘
器

©Shin Yamagishi©Atsushi Yokota

こ
の
２
曲
で
、
メ
イ
エ
が
ど
の
よ
う
な

〝
吹
き
振
り
〞
を
見
せ
、
聴
か
せ
て
く

れ
る
の
か
、
楽
し
み
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
日
最
大
の
注
目
は
、

最
後
を
飾
る
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
の
大
作
、

交
響
曲
第
三
番
《
オ
ル
ガ
ン
付
き
》
だ

ろ
う
。

　

こ
の
曲
で
は
、
ピ
ア
ノ
や
パ
イ
プ
・

オ
ル
ガ
ン
と
い
っ
た
鍵
盤
楽
器
が
、
主

役
級
の
活
躍
を
見
せ
る
。
そ
の
う
え
、

サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
な
ら
で
は
の
華
麗
な

オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
お
か
げ
で
、

通
常
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
と
は
か
な
り

ち
が
っ
た
響
き
が
展
開
す
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
は
ど
こ
で
で
も

演
奏
で
き
る
曲
で
は
な
い
。
ま
ず
、
壮

麗
な
響
き
を
も
つ
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン

が
設
置
さ
れ
た
ホ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
う
え
、
繊
細
な
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
の

旋
律
か
ら
、
壁
を
揺
る
が
さ
ん
ば
か
り

の
大
音
響
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
響
き

を
均
等
に
再
現
で
き
る
ホ
ー
ル
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
に
し
ろ
今
回
は
、

管
打
楽
器
に
よ
る
大
編
成
の
「
吹
奏
楽
」

が
演
奏
す
る
の
だ
。

　

こ
う
な
る
と
、
並
大
抵
の
ホ
ー
ル
で

は
、
こ
の
曲
の
真
価
は
発
揮
で
き
な
い
。

ひ
と
つ
間
違
え
る
と
、
音
の
洪
水
に
陥

る
危
険
性
も
あ
る
。

　

し
か
し
今
回
は
、
会
場
が
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
る
。
あ
の
カ
ラ

ヤ
ン
が「
世
界
一
の
響
き
」と
絶
賛
し
た
、

残
響
二
秒
の
ホ
ー
ル
だ
。
ス
イ
ス
・
ク
ー

ン
社
製
の
大
型
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
も

先行予約：5/20（木）　一般発売：5/27（木）

あ
る
。
編
曲
は
、
近
年
、
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
に

素
晴
ら
し
い
ア
レ
ン
ジ
を
提
供
し
つ
づ

け
て
い
る
大
橋
晃
一
だ
け
に
、
信
頼
度

も
１
２
０
％
で
あ
る
。

　

指
揮
は
メ
イ
エ
、
演
奏
は
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ

＋
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
、
大
橋
の
名
編

曲
―
―
そ
し
て
今
回
は
、こ
こ
に
「
ホ
ー

ル
」
と
い
う
名
の
、
も
う
ひ
と
つ
の
銘

器
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

関
西
の
音
楽
フ
ァ
ン
、
吹
奏
楽
フ
ァ

ン
は
、
幸
せ
だ
。
お
そ
ら
く
こ
れ
以
上

の
環
境
で
、
本
曲
の
吹
奏
楽
版
を
聴
け

る
機
会
は
、
め
っ
た
に
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
日
の
幕
開
け
は
、
ベ
ル
リ
オ
ー

ズ
の
《
ロ
ー
マ
の
謝
肉
祭
》。
吹
奏
楽

に
よ
る
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
の
醍
醐
味
を

存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈
敬
称
略
〉

（
文　

富
樫
鉄
火
）
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